
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
先端に観察窓が設けられた可撓性挿入部内に、上記可撓性挿入部の先端側と基端側とにお
いて開口する案内管路が挿通配置され、上記可撓性挿入部を外部環境から絶縁するために
上記可撓性挿入部に着脱自在に被覆される外套シース内に、一端が上記外套シースの先端
部分に開口し、他端が上記案内管路内に通されて上記案内管路の基端から引き出される可
撓性チューブ状のチャンネルが挿通配置された外套シース付内視鏡において、
上記案内管路の基端側に取り付けられた口金状部材に対して、上記チャンネルの基端部分
を軸線方向に移動自在に接続したことを特徴とする外套シース付内視鏡。
【請求項２】
上記案内管路が上記可撓性挿入部の中心軸線から偏位した位置に配置されている請求項１
記載の外套シース付内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、体内に挿入される可撓性挿入部が体内の汚液に直接接触しないように、可撓
性挿入部に外套シースを着脱自在に被覆して、外套シースだけを使い捨てできるようにし
た外套シース付内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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外套シース付内視鏡において、流体や処置具等を通すためのチャンネル（例えば処置具挿
通チャンネル）は体内の汚液と接触するので外套シース側に設けなければならない。
【０００３】
そこで従来の外套シース付内視鏡においては、例えば特開平１－２４４７３２号に示され
るように、先端に観察窓が設けられた可撓性挿入部内に、可撓性挿入部を長手方向に貫通
する案内管路を配置して、外套シース内に挿通配置した可撓性チューブからなる処置具挿
通チャンネルを可撓性挿入部の案内管路に通し、案内管路の基端側に取り付けられた口金
状部材に対して、処置具挿通チャンネルの基端を接続、固定した構成になっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
内視鏡では一般に、可撓性挿入部が小さな曲率半径で曲げられたり、可撓性挿入部の先端
部分に形成された湾曲部が屈曲操作されたりすると、可撓性挿入部内に挿通配置されて両
端が固定された状態になっている処置具挿通チャンネルが可撓性挿入部内で突っ張った状
態になり、処置具挿通チャンネルと並んで配置されている光学繊維束等他の内蔵物を破損
させてしまう場合がある。
【０００５】
特に、上述のような構造の外套シース付内視鏡においては、内視鏡の可撓性挿入部に挿通
配置されている案内管路内に外套シース側の処置具挿通チャンネルが挿通された二重管構
造になっているので、その部分が屈曲されると非常に強い突っ張り力が発生して光学繊維
束等を破損させ易い。
【０００６】
そこで本発明は、内視鏡の可撓性挿入部に挿通配置されている案内管路内に外套シース側
のチャンネルが挿通された二重管構造部分において、小さな曲率半径で屈曲されても他の
内蔵物を破損させるような強い突っ張り力が発生しない耐久性の優れた外套シース付内視
鏡を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の外套シース付内視鏡は、先端に観察窓が設けられた
可撓性挿入部内に、可撓性挿入部の先端側と基端側とにおいて開口する案内管路が挿通配
置され、可撓性挿入部を外部環境から絶縁するために可撓性挿入部に着脱自在に被覆され
る外套シース内に、一端が外套シースの先端部分に開口し、他端が案内管路内に通されて
案内管路の基端から引き出される可撓性チューブ状のチャンネルが挿通配置された外套シ
ース付内視鏡において、案内管路の基端側に取り付けられた口金状部材に対して、チャン
ネルの基端部分を軸線方向に移動自在に接続したものである。
【０００８】
なお、本発明は、案内管路が可撓性挿入部の中心軸線から偏位した位置に配置されている
場合に効果が大きい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図３において、１０は内視鏡、２０は、内視鏡１０の可撓性挿入部１１，１２，１３に着
脱自在に被覆される外套シース、３０は、内視鏡１０の案内チューブ１７（案内管路）の
基端側接続筒１７ｂに着脱自在に取り付けられる吸引アダプタ（口金状部材）である。
【００１０】
内視鏡１０の可撓性挿入部１１，１２，１３は、遠隔操作によって屈曲する湾曲部１２が
細長い可撓管１１の先端に連結され、観察窓１４等が配置された先端部本体１３が湾曲部
１２の先端に連結されて構成されている。
【００１１】
可撓管１１の基端に連結された操作部１５には、湾曲部１２を遠隔的に屈曲操作する湾曲
操作ノブ１６等が配置されており、湾曲操作ノブ１６を回転操作することによって湾曲部
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１２が二点鎖線で示されるように屈曲する。
【００１２】
可撓管１１と湾曲部１２の内部には、中心軸線から偏位した位置に、例えば可撓性のポリ
エチレン樹脂チューブからなる案内チューブ１７が全長にわたって挿通配置されており、
その先端開口１７ａが先端部本体１３に形成され、案内チューブ１７の基端は、操作部１
５から突出する基端側接続筒１７ｂに連通している。
【００１３】
外套シース２０には、例えばシリコンゴムチューブ等のような伸縮性のある材料によって
薄肉円筒状に形成されたカバー筒２１が、内視鏡１０の可撓管１１と湾曲部１２に着脱自
在に被覆されるように設けられ、その先端には透明な部材により形成されて先端部本体１
３部分に被嵌される先端キャップ２２が水密に取り付けられている。
【００１４】
カバー筒２１の基端に固着された連結環２４は操作部１５と可撓管１１との連結部１９に
対して係脱自在になっていて、手動固定ネジ２５を締め付けることにより連結部１９に任
意に固定することができる。
【００１５】
カバー筒２１内には、例えば可撓性の四フッ化エチレン樹脂チューブからなる処置具挿通
チャンネル（兼吸引チューブ）２３が全長にわたって挿通配置されている。
【００１６】
そして、処置具挿通チャンネル２３の先端は先端キャップ２２の先端面において外面に開
口するように先端キャップ２２に接続されており、基端部分２３ａは連結環２４内を通っ
て後方に延出している。
【００１７】
この処置具挿通チャンネル２３は内視鏡１０の案内チューブ１７内に全長にわたって挿脱
自在であり、処置具挿通チャンネル２３の基端部分２３ａを案内チューブ１７に先端開口
１７ａ側から差し込んで基端側接続筒１７ｂから引き出すことができるようになっている
。
【００１８】
図１は、内視鏡１０の可撓性挿入部１１，１２，１３に外套シース２０が被せられ、案内
チューブ１７の基端側接続筒１７ｂに吸引アダプタ３０が取り付けられた使用状態を示し
ており、手動固定ネジ２５が締め付けられて連結環２４が連結部１９に固定されている。
【００１９】
その結果、外套シース２０によって内視鏡１０の可撓性挿入部１１，１２，１３が外部環
境から絶縁され、カバー筒２１が軸線方向に弾力的に引き伸ばされて、先端キャップ２２
が先端部本体１３の先端面に密着した状態になっている。
【００２０】
吸引アダプタ３０は、図示されていない吸引チューブが接続される吸引口金３２が、基端
側接続筒１７ｂに対して係脱自在な接続口金３１の側面に突設され、接続口金３１と螺合
連結された処置具挿入口金３３の外端部に鉗子栓３４が取り付けられた構成になっている
。
【００２１】
案内チューブ１７の基端側接続筒１７ｂから延出する処置具挿通チャンネル２３の基端部
分２３ａは、処置具挿入口金３３の軸線位置に貫通形成された処置具挿通孔３３ａに軸線
方向に進退自在に嵌挿されていて、処置具挿入口金３３と接続口金３１との間に押し潰さ
れるように配置されたシール用Ｏリング３５が、処置具挿通チャンネル２３の基端部分２
３ａの外周面に軽く密着してその部分をシールしている。
【００２２】
そのような構成により、鉗子栓３４から処置具挿通孔３３ａを経由して処置具挿通チャン
ネル２３に処置具を挿脱することができ、必要に応じて吸引口金３２に吸引チューブを取
り付け、処置具挿通チャンネル２３を経由して吸引を行うことができる。
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【００２３】
そして、処置具挿通チャンネル２３の基端部分２３ａはＯリング３５によって軽くしか締
め付けられておらず、処置具挿通孔３３ａ内において軸線方向に移動自在なので、図２に
示されるように、湾曲部１２が屈曲操作されて処置具挿通チャンネル２３に負荷がかかる
と、処置具挿通チャンネル２３が軸線方向に移動して負荷が吸収される。
【００２４】
その結果、可撓管１１内及び湾曲部１２内において、案内チューブ１７内に処置具挿通チ
ャンネル２３が通された二重管構造部分に強い突っ張り力が発生せず、例えば光学繊維束
等のような他の内蔵物を破損するおそれが少ない。
【００２５】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば二重管構造のチャンネルが
送気チャンネルや送水チャンネル等であっても差し支えない。
【００２６】
【発明の効果】
本発明によれば、可撓性挿入部側に配置された案内管路の基端部分に取り付けられた口金
状部材に、外套シース側に配置されて案内管路に通されたチャンネルの基端部分を軸線方
向に移動自在に接続したことにより、可撓性挿入部に挿通配置されている案内管路内に外
套シース側のチャンネルが挿通された二重管構造部分が小さな曲率半径で屈曲されると、
チャンネルが案内管路内で軸線方向に移動して、他の内蔵物を破損させるような強い突っ
張り力が発生しない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の外套シース付内視鏡の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の外套シース付内視鏡の湾曲部が屈曲した状態における側面断面
図である。
【図３】本発明の実施例の外套シース付内視鏡の使用準備状態の側面一部断面図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　可撓管（可撓性挿入部）
１２　湾曲部（可撓性挿入部）
１３　先端部本体（可撓性挿入部）
１４　観察窓
１５　操作部
１７　案内チューブ（案内管路）
１７ａ　先端開口
１７ｂ　基端側接続筒
２０　外套シース
２１　カバー筒
２３　処置具挿通チャンネル
２３ａ　基端部分
３０　吸引アダプタ（口金状部材）
３３ａ　処置具挿通孔
３５　Ｏリング
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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